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2006)｣｢チーム うコーチングリーダーシップとは目的も方法も様式進していく 1対 1の関係 B tenne( ,
メンバーが特定の職務に関連した行動やスキルを向 も質的に異なる可能性がある｡ また,コーチングは,
上させていくことを手助けしたいと思った際に,リ アスリー トの トレーニング場面や,教育場面など
,2003)｣｢より 様々な場面で実施され得る｡ さらにコーチングといーダーが使用するプロセス B trocoo(
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係 志 向 行 動 ; ｢支 持 的 リ ー ダ ー シ ッ プ 
｣uppor ng) ,｢its(行うように促す働きかけ｣と定義し,従来のリーダ 開発 的 リー ダー シ ップ 
ーシップ研究で兄いだされてきた他の有効なリーダ ,｢表彰)｣D l ieveopng( )R iiecognzng( ｣,｢コンサル









つのメタカテゴリーを想定した仮説モデルの適合度Tbaerされる ( l,200 , , は (
は,コーチングリーダーシップを,リーダーの関係 指標は比較的良好であったが 
doronGlYkuYku )｡6 )2002
151= ,x( 15=fd ,2
志向行動に分類している｡ IGF
討を行った結果,｢開発的リーダーシップ｣に関し
=I29.= ,CF E59. ,RMS )80.=A ,更なるモデルの検
らlkyu 2002( )は,過去 50年間に見出されてき
た,数多くの有効なリーダーシップ行動について展 ては,関係思考行動のメタカテゴリーに負荷すると
望し,研究ごとにリーダーシップ行動の定義が異な 同時に,課題志向行動にも負荷しているモデルが最
59= ,ることが,研究間比較を困難にしている点を指摘し, x2( =I05=fd ,GF 59. ,も適合度資料が高かった 
それぞれのリーダーシップ行動の主目的に応 じて,




























 リー しい責任-の挑戦),スキル学習の促進 (人材開発
プログラムへの参与など)の内容が含まれる｡489 )におけるP機能,M機1ダーシップ理論 (三隅, 
2lkyu ら ( 200 )の確認的因子分析によって,｢開6lYku( ,200)｡能と非常に類似した概念である 




施することが可能な行動を記述した尺度 (3)主目 プ｣は関係思考的な単独の目的のみならず,課題志 


































らなっている｣と定義している｡ )600 制力は高まる一方で,求められるリーダー (管理職)
の役割とシーダーシップは大きく変化してきている 
グリーダーシップの実践についてのガイ ドライン a,l(A de.1.mo t , geson;0002 Mo , )｡5002
)を示している｡l2eTba( 概して言えば,このようなエンパワー ドされた作
業チームにおいて,作業チームに直接所属しないリ
el 支持的リーダーシップ実施のガイドライン ーダー (管理職)は,(1)チームをサポー トし,(2)











































ーダー行動との関連 なリーダーシップ行動を帰納的に収集し, (実験 2)
近年社会の急速な社会の変化に対応し,組織の柔 測定項目を作成し,エンパワー ドされたチーム構造
軟性や競争力を高めていく上で,組織の合理化やコ 0をもつ 2組織に属す 25名の従業員を対象に調査を
スト削減のために,また徒労者達のニーズから,多 実施し因子分析によって因子数の決定と因子構造の
くの産業組織において,リーダー (上司)が強い権 分析を行い ELQ尺度を作成 し (実験 3)さらに, 
限を持った従来型の階層的組織構造から,リーダー 75組織に属す 34名の従業者に対し,先の因子構造
の権限をフォロワー (部下)に委譲した,よりフラ が再現されるかどうかを検討し,従来伝統型の組織
において見出されてきた有効なリーダーシップ行動dA lrno( ,ットな組織構造への移行が行われている 
-
3-
鎌田 雅史 ･淵上 克義
に関する尺度 (MPS,LBDQ xⅢ)との関連を比較検 なるための援助行動が含まれると定義している｡ 
討した｡ 3)コーチングとリーダーシップ諸理論との関連
Arnoldら (2000)が作成した ELQ尺度は最終的 以上のように ,コーチングリーダーシップは ,フ
に ,｢模範を示す｣｢参与的意思決定｣｢コーチング｣ ォロワーの職務に関するスキルを向上させ ,キャリ
｢配慮の提示 /チームとの相互交流｣の 5つの因子か ア発達を促進させていく目的で使用される ,フォロ
ら構成されている (Table2)｡ この研究からも ,エ ワーの自主性 ･自律性を尊重したフォロワーが行動
ンパワードされたチームに対するリーダーの働きか の主体となるように働きかけるリーダーシップ行動
けとしてのコーチ ングの重要性が示唆 される｡ であると定義づけられる｡ この定義は先に示したコ
Arnoldら (2000)は ,｢コーチング｣は ,チームメ ーチングリーダーシップの実践的場面でえられた定
ンバーを成長させ ,チームメンバーが自律的になる 義とも調和している｡
ように援助していく一連の行動を示し ,パフォーマ コーチングリーダーシップがフォロワーの有効性
ンスの促進に関する提案や ,チームがより自律的に に及ぼす効果について ,実証的に検討した研究は少 
Tal 工ンパワリングリーダーシップ尺度 ELbe3 ( Q)の質問項目









































































































































































































































































































































































06年の 9月～ 10月に渡 り,女子大学生 (1 得点とした｡遂行量得点を従属変数とし,リーダー20




グループごとに実施された｡実験中は,実験者がリ た｡ 2つの要因間の交互作用に有意な傾向 (F 
5.)=56(1, 37 4)が認められた｡多重比較によ
はリーダー (M型 ･コーチング)によって与えられ る単純主効果の検定を行った結果,単純課題におい
た課題 (単純 ･想像)を遂行する｡ リーダーシップ ては遂行量に差が認められなかったが,創造課題に
条件,課題条件の各セルについて 15名ずつ 4グル おいてはコーチング条件における遂行量が有意に高
ーダー,被験者がフォロワー役となり,フォロワー 6p=.,




























文と,スペリングに誤りのある英文を対提示し,正 (3)リーダーシッププロ トタイプ像 リーダー
しい英文を見ながら誤りのある英文を修正するとい プロトタイプ 28 (松原,1995)の項目について,探
う作業内容であり,修正箇所の総数をパフォーマン 索的因子分析を行った結果, 5つのプロトタイプが
ス得点とした｡ 認められた (親分肌,頭の切れる,コミュニケーシ
創造課題については,被験者に売 り上げ不振の惣 ョン,仕事中心 ,利己的)｡この尺度得点を用い,













てのプロトタイプ因子について,プロトタイプ高群 二重 1 1

















条件 M型 ･コーチング),プロトタイプ条件(低 ･( 業では M型リーダーシップ条件とコーチングリー
高)を独立変数として 2要因分散分析を行った結果, ダーシップ条件下に差が認められなかったのに対
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示唆される｡ 型リーダーシップはどちらの行動 も集団機能の維
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リーダーシップ条件が M型リーダーシップ条件よ へ,PHP研究所 
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本研究によって 2つのリーダーシップを比較した 有斐閣 
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